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上町台地各所
で

 23日間開催！
！

上町台地と、ここで暮らす人の魅力を感じるまちびらき
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上町台地ならではの建物や空間を一挙に開く
40のまちびらきプログラムコレクション！！
あなたもきっと上町台地に住みたくなる。



　今回、3回目の開催となった

「オープン台地inOSAKA」。協

議会主催のプログラムを中心

に連携企画や研究発表、ク

ロージング企画も含めて40の

企画を2013年1月26日（土）か

ら2月17日（日）の23日間にわ

たり実施した。

　都心に建ち並ぶオフィスビル

群と歴史観光資源たっぷりの

神社仏閣群や建築物等が混在

するこのエリア。今、この新旧さ

まざまな文化が織り混ざるまち

だからこそのユニークでクリエ

イティブな「上町台地都心居住

スタイル」が広まりつつある。北

は天満橋周辺から、南は天王

寺周辺までの多種多様でリア

ルな生活空間を「住む」「働く」

「楽しむ」という視点で一挙に

紹介する。

　今年もテーマは「上町台地の

まちびらき」。英国で毎年秋に

開催される「オープン・ハウス・

ロンドン」にならったこの催しは、

前回にひきつづき街の建物や

スポットをオープンし、上町台

地とここで暮らす人の魅力を感

じることのできるまちびらきと

なった。

　本レポートでは各プログラム

について写真を交えて紹介す

るとともに後半ではイベントの

総括とアンケートをまとめた。
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1～40のプログラム報告文は各企画者が執筆しています。
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上町台地　  マップ
まる
ごと

あちこちオープン

「オープン台地」として開催さ
れる40のまちびらきプログラ
ム。その会場と集合場所がひと
めでわかるお役立ちマップ！

上町台地マイルド
HOPEゾーン協議会

活動エリア
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上町台地に住む/働く人6人に「よく行くところ、よく歩く道、
よく行くエリア」を地図に描いてもらいながら、日常生活や
思い出、愛着のある場所についてインタビューをし、webサ
イトに掲載しました。
・天満橋～中大江周辺のオフィス街で飲む、からほり商店街
で買い物をし、大阪城公園や難波宮跡で運動を楽しむな
ど、エリアの使い方が似通っている
・台地という起伏のある地形や景観から快適さなどから、自
転車で移動するときなどの行動パターンが似てくる
・活動エリアや職場、家、実家などの位置関係から生活圏が
決まってくる

などがわかってきました。
谷町5丁目で生まれ育った2人の子どもが、20年近くの時
間差がありながら、地蔵盆、生國魂神社の夏祭りに参加し、
からほり商店街でお母さんと買い物し、同じスポットで遊ん
でいたことがわかり、街の持つ力が時間が経っても変わって
いないことを感じました。人の日常や記憶を通して街を見る、
ということをある程度実現できたと思います。

日常記憶地図 ーそれぞれの生活圏ー 「上町台地編」

三畳模様替えなう。 みんなで壁塗りませんか？

空堀地区で様々なまちづくり活動を展開する「からほり倶
楽部」の新事務所で壁の塗装をしてもらい、あわせて「から
ほり倶楽部」について紹介しました。当日、イベントの参加者
自体は9人でしたが、オープン台地のパンプレットを片手に、
新事務所を覗いて行く方が多くいらっしゃいました。普段で
きない体験で、参加してくれた子ども達は、「次どこ塗ったら
いい？」とハマっている様子でした。イベント終了後は、「見
学だけでもしたい」と問い合わせがあり、後日見学をしても
らいました。たくさんの方に興味を持っていただき、イベント
をやって良かったなと感じました。
また、メンバー同士１日中一緒にいる事がなかなかないの
で、「次はあんなことしたいなぁ～」「このスペース借りて勉強
会しよやぁ～」など、自然と自分たちの意見を交換する場に
もなりました。実際このイベント後、勉強会も開催しました。
メンバーにとっても、オープン台地が非常に良い1日になった
と感じています。

四天王寺・夕陽丘エリアには、四天王寺参道や寺町の七坂
など魅力あるまちなみがたくさんあります。その魅力を地域
に住んでいる方に知っていただくために、オープン台地期間
中、多くの人が訪れる天王寺区役所１階ロビーでパネル展を
開催しました。
協力いただいた大江まちづくり協議会では、現在の魅力的
なまちなみだけでなく、こうなったらいいなという理想のまち
なみを、イラストや切り絵にしています。今回は原画をお借り
して展示させていただきました。石畳になった四天王寺参道
や素敵なショップが並ぶ長屋など、眺めているだけで楽しく
なってきます。
他に、上町台地マイルドHOPEゾーン協議会の「まちなみ
修景補助事業」も紹介しました。
また展示会場で行ったアンケートでは、昔ながらのまちな
みを保全することは大切だと思う、昔ながらのまちなみを保
全している地域は居住地として魅力的だと感じる、という回
答をたくさんいただきました。

コワーキングスペースとは、主にフリーランスのWebデザ
イナーやプログラマーなどが利用している新しいタイプの
シェアオフィスです。コワーキングスペース往来では、通常時
間単位で利用料が必要ですが、11～22時の11時間を無料
開放する、ということで企画の実施をしました。
当日は総勢14名が入れ替わり立ち替わりで参加されました。
往来の広報で来られた方は「上町台地に興味がある」という
よりは、「コワーキングスペース往来に興味があってこの機
会に」という方ばかりだったので、結果的にエリア外の方が
多く、思いがけず上町台地のことを知るきっかけになったと
いうのは良かったのではないかと思います。
内容としては、参加者が多かったわりに時間が長く分散し
てしまったという反省もありますが、この機会にじっくり話
すことができたり、初対面の参加者同士で名刺交換が進む
など、参加者同士の繋がりを作る接点としては、一定の役割
を果たせたのではないかと思います。

四天王寺・夕陽丘パネル展 ー夕陽に映える、歴史のいきづくまちなみー

空堀的「働き方」 ～みんなで仕事をする日

01

02

04

03

1/26土～2/17日 
期間中常時（WEB企画） mylifemap.web.fc2.com ［企画］サトウアヤコ

1/28月 11：00～22：00
コワーキングスペース「往来」（中央区谷町6-5-26複合文化施設「萌」2階） 申込不要 ［企画］コワーキングスペース往来

1/28月～2/15金 9：00～17：30 （平日）
天王寺区役所1階ロビー（天王寺区真法院町20-33） 申込不要

［企画］上町台地マイルドHOPEゾーン協議会
［協力］大江まちづくり協議会、天王寺区役所

1/26土 11：00～17：00
複合文化施設「萌」 2階（中央区谷町6-5-26） 申込不要 ［企画］からほり倶楽部



地下鉄谷町九丁目駅から生国魂神社の間に広がるホテル街。
その中に、大阪府公衆浴場業生活衛生同業組会事務所：通
称「大浴（だいよく）会館」があります。きらびやかなホテル
群の中にある、この古めかしくも、趣のある建物で座談会を
開催しました。
幅広い世代の参加者があり、各々の実体験に基づく、銭
湯への思いをつづることができました。当初は、このような
銭湯体験をつづる事だけをねらいとして想定していました
が、銭湯経営者の参加もあり、話題は銭湯の経営実態にま
で及び、浴場組会に対する話題で締めくくられました。座談
会での発言のなかに「地域には銭湯が大好きな人が本当に
たくさんいるという事を、銭湯経営者あるいは浴場組会は
もっと知ってほしい」という、銭湯の運営者側への激励もあ
り、大阪城と大浴会館を有するこの上町台地こそ『大阪で最
も銭湯の似合うまち』にしなければならないという使命感
が感じられた事が、この事業を通じた最も大きな成果であっ
たと言えます。

都市の歴史を紡ぐ風呂屋

上町台地の北端「北大江地区」を訪ね歩く

見学施設の収容人員などから参加人数を20名で開催しま
したが、少人数ゆえに説明者と参加者、参加者と参加者の距
離が縮まって、一体感のあるウォーキングツアーとなりました。
有史以来地上であった（海底の時代がないこと）上町台地。
その北端に位置する北大江地区は、古墳時代にいわれが遡
る巨石「神功皇后の鎮座石」が祀られている坐摩神社（いか
すりじんじゃ）が立地し、時代がくだると、熊野街道の起点
でもある渡辺津（＝八軒家浜）を玄関口とするゲートシティ
としてにぎわいました。そして、豊臣時代には武家屋敷がお
かれ、幕末には勤王・討幕両派が活動した旅館・料亭が立地、
さらに明治以降は陸軍施設や大阪府庁が設置されました。
このように多様な時代の地域資源が重層的に重なっている
ことを紹介することができ、参加者の満足を得ることがで
きました。
今回の反応をもとに地域としても自らの地域資源の有用
性を認識することができたことは有意であったと思います。

「天王寺七坂」として親しまれる七本の坂道（真言坂、源聖
寺坂、口縄坂、愛染坂、清水坂、天神坂、逢坂）は、歴史ファン
も多く訪れる人気のスポットです。この天王寺七坂の魅力を
もっとたくさんの人に知っていただくため、今回はじめてこ
のイベントを開催しました。
南北約1,500ｍ、東西約300ｍという広いエリアに散在す
る七坂と周辺のお寺・神社に、約2,700個ものLEDキャンド
ルライトを並べました。ライトの設置・回収は、地元町会をは
じめとするボランティアスタッフの皆さんと、松屋町筋沿い
下寺町のお寺の皆さんに多大なるご協力をいただきました。
このイベントにあわせた本堂の特別公開や、行燈の制作・設
置など、皆さんのアイデアで大いに盛り上げていただきまし
た。
2月初めとしては比較的暖かい気候に恵まれ、3日間で延
べ約6,000人ものお客様にお越しいただきました。来年度
以降も、より多くの方にお越しいただき、楽しんでいただけ
る恒例イベントとして開催していければと考えております。

上町台地北端の高台に鎮座する和と洋の建物である大阪
城天守閣と旧第四師団司令部庁舎。この2つの対象的な外
観の建物がほぼ同時期に同じ経緯で作られた兄弟ともいえ
る存在だということは、あまり知られていません。天守閣よ
り8ヶ月早い昭和6年3月に完成した司令部庁舎は、天守閣
と同様に大阪市民の寄付により建築されました。当時、大阪
城内に点在していた軍機能をこの庁舎に集約し、大阪城を
市民に開放するという行政・市民と軍の考えが一致したこ
とで実現した事業です。
大阪城公園を所管する大阪市ゆとりとみどり振興局から
の資料や大阪市立中央図書館のリファレンスサービスを利
用し、資料を作成しました。また、国立公文書館に残る司令
部に関する公文書も紹介し、当時の時代背景をサイドストー
リーとして紹介しました。
スクラッチタイル張りが美しい外壁や屋上からの大阪城
天守閣の眺望など見所も多く、参加者には満足していただ
けたプログラムだと思います。

お寺のまちdeキャンドルナイト

特別公開 旧第四師団司令部庁舎（旧大阪市立博物館）

05

06

08

07

［企画］（株）ダン計画研究所

［企画］上町台地マイルドHOPEゾーン協議会 
［協力］大阪市都市整備局ゆとりとみどり振興局

［企画］天王寺区役所
［協力］天王寺七坂周辺寺社ほか

1/30水・2/6水  16：00～
大阪府公衆浴場組合事務所 www.osaka268.com（天王寺区生玉町9-3） 定員：各日5名/要申込

2/2土各60分 ⓐ11：30～ ⓑ13：30～ ⓒ14：30～
旧大阪市立博物館（中央区大阪城1） 定員：各回20名/要申込

2/1金・2土・3日 17：00～20：00 
天王寺 七坂～下寺町周辺 申込不要

2/1金・2/2土 14：00～16：00
中央区石町、島町ほか北大江地区一帯 定員：各日20名/要申込 ［企画］北大江地区まちづくり実行委員会



昨年に引き続き開催し、2日間で18名の方にご参加いただ
きました。日ごろから市民に開かれている区役所ですが、ご来
庁の方は窓口利用のみで、庁舎の中にどんなところがあるか
知らない方がほとんどです。そこで、区役所のことを知ってい
ただく機会として、職員がガイドとなり皆さんをご案内しまし
た。
現在の天王寺区役所庁舎は平成8年竣工ですが、昭和2年
竣工の旧庁舎のクラシカルな面影を残す、歴史と伝統が息づ
くまち天王寺にふさわしい建物です。当日は、正面玄関の外
にある「毘沙門池の碑」の説明に始まり、区民ギャラリーや旧
庁舎の区長室を復元した会議室、区長応接室などをご案内
しました。最後は、旧庁舎時代を再現した講堂へ向かい、重厚
な雰囲気を体感していただきつつ、そのイメージに合うモダ
ンな天井飾りや照明、ステンドグラスを再現した窓などについ
て解説しました。参加者の皆さんから感嘆の声もあがり、区
役所をより身近に感じていただけたと思います。

オープン区役所in天王寺

上町台地のおもしろ写真発表会

上町台地の「楽しい・面白い」風景や人物、看板などを撮影
して持ち寄る「写真発表会」を開催しました。参加者のみな
さんには、当日までに自由に上町台地をぶらぶら歩いて撮影
していただき、その時に撮影した写真を印刷して持ち寄って
いただきました。当日は9人のご参加があり、それぞれに自
分の観点で撮影した「上町台地の面白い場所や建物」の写
真について発表しました。そこに他の参加者もその場所や
建物についての話を重ねていき、撮影者も知らなかったこと
や案外びっくりするようなことがたくさん話題となって、と
ても楽しい時間となりました。
説明用に大きな地図を作ったり、最終的に持ち寄った写
真を集めてコメント付きのアルバムが作れたらいいなあと思
いました。

京都の名庭園師「小川治兵衛」作の名庭園『慶沢園』のガ
イドツアーに加え、園内の茶室「長生庵」の特別に公開しま
した。庭園散策のあとは、長生庵で抹茶のサービスも行いま
した。事前申込の定員を1回15名に設定し、当日枠として5
名を残しましたが、地元の天王寺区広報などでの呼びかけ
の効果もあって、いずれもあっという間に埋まってしまいま
した。お茶室の収容人数が限られているため、抹茶のサービ
スをしようと思うと1回の定員は20名が限界だったのです
が、慶沢園のガイドツアーだけであれば、もう少し参加者を
増やしても良かったかなと思いました。次の機会があれば、
庭園ガイドツアーのみの受付をするのもありかなと思いまし
た。

大阪の陣からまもなく400年。平成の真田十勇士が誕生
し、今回が初陣イベントとなりました。真田十勇士による侍・
忍者ショーのあと、希望者には侍・忍者の体験に挑戦してい
ただきました。衣装を着て、効果音付きで、刀を振った子ど
もたちはすっかり侍・忍者気分にひたっていました。
天気にも恵まれ、事前予約は受け付けませんでしたが、定
員を上回る子どもたちが参加してくれ、とても喜んでもらえ
たので、一安心しました。次回は事前予約制にして、当日参
加も受け付けるような形にすれば、こちらも色 と々準備がで
きるなと思いました。子どもだけでなく、保護者も一緒に体
験してもらい、家に帰ってからも親子間のコミュニケーショ
ンに役立てたら幸いです。

慶沢園ガイドツアー&お薄と長生庵公開

ちびっこ侍・忍者体験
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［企画］天王寺区役所

［企画］ (社)日本殺陣道協会
［協力］ ひまわりカンパニー
              天王寺動植物公園事務所

［企画］なにわ人形芝居フェスティバル
［協力］天王寺動植物公園事務所

2/2土・2/3日  15：00～15：45
天王寺区役所（玄関ホール集合） （天王寺区真法院町20-33）  定員：各日25名/要申込

2/3日各60分 ⓐ12：00～ ⓑ14：00～
茶臼山（天王寺公園内） 申込不要 （体験は当日受付で各回10名）

2/3日 ⓐ10：30～ ⓑ13：30
慶沢園 長生庵（天王寺公園内） 定員：各回20名/要申込

2/2土 19：00～21：00
コワーキングスペース「往来」（中央区谷町6-5-26複合文化施設「萌」２階）  定員：10名/要申込

［企画］奥村武資（ハッチポッチの会）



今回で3回目になるオープン台地での自宅の公開ですが、
今回はオープン台地の開催期間が長いことにあわせて今ま
では実施していなかった平日夜間の自宅公開を実施しました。
従来は自宅公開時間中に他のツアーやイベントとの兼ね合
いで訪れる方が制約されることが懸念されていましたが、今
回はその意味では時間制約的な競合はありませんでしたが、
やはり訪問者は限定的でありました。また立地が路地の奥と
わかりにくい点を意図的にそのままにして、余程の目的意識
をもって訪問しようとしなければ来られない設定になってい
ましたので、残念ながらご訪問までに至らなかった参加者が
いたのではないかと反省しております。
その反面、昨年のクロージングイベントにたまたま参加され、
今年の開催に際して絶対にここに来たいと予定されて来られ
た方もいたことをご報告しておきます。

上町台地の「生活の柄3」 長屋独立国家の行方

上町台地オープンフェスタ！ in 天王寺動物園

オープニングに上町台地に関する講話として「戦国時代か
ら江戸時代にかけての上町台地の歴史について」というタイ
トルで大阪歴史博物館大澤研一学芸員にお話しいただきま
した。隣接する天王寺公園内の茶臼山が大坂の陣の本陣跡
ということで特にシルバー層の来園者に興味深く聞いてい
ただきました。
その後、天王寺動物園内の野外ステージにてゆるキャラⓇ

ショーなどを実施しました。ゆるキャラⓇショーの行われた
野外ステージは子どもたちで満席でした。上町台地に関連す
るゆるキャラⓇはもとより、その他の地域からもたくさんの
ゆるキャラⓇが集合しました。

オープン台地の期間延長にともない、これまでの２日開催
から1週間に変更し、会場も3ヵ所で開催しました
古写真を尋ね歩くフリーガイドツアーは、比較的若者層に
好評だったと思われます。一方、展示は40歳代以上の中高
年層の参加者が多く、往時を振り返り地理や建物、自然など
の記憶探しや、大阪の歴史への関心から見聞を広めたい、と
来られた方が多かったようです。あえて解説は示さず、裏面
に所在マップを記し、古写真そのものへ興味を集中させる
ができたと思います。さらに撮影年代も調べ、付加していく
必要を感じます。また、古写真の新規収集は、3枚でした。展
示とツアーが表立っていて、収集についてあまり伝わってい
なかったようです。今後は、振興町会や神社仏閣などへの
PRが必要と思います。
往時のまち・生活の記憶や写真の感想を「まちの記憶ノー
ト」に書いていただきました。
上町台地の歴史や暮らしの今昔未来を参加者同士が語
り合う場を設けたいと思います。

1回目を「住宅」、2回目を「食」と、テーマをわけて2回実施
しました。参加者は、上町台地に住む人、住んでみたいという
人、昔住んでいた人など、様々な人が集まってくださいました。
特に2回目は、大学4回生から、戦争を経験している高齢の
方まで幅広い年代の顔ぶれになりました。
1回目は、長屋の話題が中心で、「どうやって物件探したん
ですか？」など長屋に住んでみたい人からの質問に実際長
屋に暮らす人が答えるという展開に。2回目は、白地図を配
布し、お店情報やまちの歴史などをみんなで話し合いなが
ら自分の地図にプロットし、最終的に自分の「食MAP」を
作ってお土産にしてもらいました。
この2回の座談会を通じて、改めてこの上町台地周辺は魅
力的なまちであることと、そこに住む人の面白さや、こうもま
ちのことに思い入れのある人が多いまちは他にあるだろう
か！と感じました。今回は2回の限定的な開催でしたが、この
オープン台地とはまた別に開催し続けたいなと思いました。
【特設Webサイト】http://daichinaikai.jimdo.com/

上町台地タイムトリップ

町内会ならぬ台地内会！？ 上町台地に住みだした人による公開「暮らし事情」座談会
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［企画］小辻昌平（直木三十五記念館）

［企画］梅山晃佑

 
［企画］住みよいまち＆絆研究所

2/3日 13：00～20：00   2/4月・2/5火・2/7木 19：00～21：00
苦楽庵 （中央区瓦屋町1-6-4） 申込不要

2/4月・15金 19：00～21：00   定員：各日10名/要申込  Ｅメールにて
コワーキングスペース「往来」（中央区谷町6-5-26複合文化施設「萌」２階） 

ⓐ2/4月～8 金 
　 ISまちライブラリー・峯風庵（都市創 中大江）
　 （中央区内平野町2-1-2 アイエスビル3階）

ⓑ2/9土～10 日 
　 高津宮（中央区高津1-1-29）
　 10：00～17：00 申込不要 

2/3日 
天王寺動物園内

ⓐ講演 13：30～14：30
　 レクチャールーム
　 ／定員：60名（要申込）

ⓑゆるきゃらⓇショー 14：30～
　 野外ステージ
　 ／定員：200名（申込不要） ［企画］天王寺動植物公園事務所



「大阪は木のない都だといはれてゐるが、しかし私の幼時の
記憶は不思議に木と結びついてゐる。」上町台地が生んだ文
豪、織田作之助「木の都」の書き出しです。この企画では氏も
愛した「木の都」谷町九丁目に、エアポケットのように隠れてし
まった緑地を探しにでました。
氏の幼少時代からも月日が経ち、都市部で木や自然を感じ
る事が少なくなっています。都市の景観や環境改善の装置、
文化、そして信仰の対象としての「木」が果たす役割を上町台
地、生國魂神社を中心とした谷町九丁目界隈で再考すること
が企画の目的です。とはいえ今回のツアーだけでも、鎮守の
杜や斜面緑地、マンションの屋上庭園など、「木」とは一言でく
くるには、あまりに多くの面をもっています。その「木」が生息
する意味や歴史的背景などを踏まえながら見て、考えること
で、上町台地への愛着、関心をもってもらいたいと考えました。
また近年問題になっている日本の林産地の問題も考える
機会となり、消費地としての側面をもつ都市部から荒廃が進
む林産地へ関心がでることも期待しています。

木の都 タニキュウエアポケット

RE：赤バス ～停留所見立て遊び計画～

上町台地に住んでいても乗ったことはないという憧れ
（？）の赤バスに乗ることができて、それだけですでに満足
です、という声が聴かれたほど好評な企画でした。赤バス
（天王寺ループ）に乗り、降りた停留所付近を散策して名所
を見つけ出し、勝手に停留所に名前を付けてしまおうという
企画です。なかなか頭の柔軟さが問われることで、頭がかた
くなっている人ほど名所探しとネーミングに四苦八苦します。
それをバス停に集まってそれぞれにプレゼンテーションをし
ます。今まで見えていなかったまちの新しい一面が浮き彫り
になりましたが、どうしても笑いを狙って自然と大喜利大会
のようになっていったのは大阪人らしかったように思います。

2001年から應典院で開催されてきた「詩の学校」、今回初
めて隣の浄土宗大蓮寺で開催しました。前半は、秋田光彦
住職と「詩の学校」主催者であり詩人の上田假奈代さんの
対談が行われました。「都市の霊界」という威風を受け継ぐ
下寺町の風情から仏教的死生観にまつわる話題へとつなが
る中で、参加者から「浄土は魂のふるさと」だという声があ
り、一同共感する場面もありました。後半の詩作と朗読では、
参加者がペアになり、互いのストーリーを共有しながら、言
葉を重ね、最後にそれぞれの詩が披露されました。自分自身
と出会う場として、また互いに痛みや想いを吐露し、共有す
る暖かい場となりました。会場が上町台地に位置し、大阪有
数の寺町という歴史的・地理的背景から、詩作もおのずと
「生と死」や「死者との対話」というテーマにつながっていっ
たようでした。
オープン台地での企画がさらに、地域の方々や應典院に
集う若い劇団員の方々に引き継がれ、新しい関係性を生み
出すことを期待しています。

会場を急きょ空堀長屋のにぎわい堂に変更して開催しま
した。事前予約のお客様はもちろん、当日チラシを見てご参
加いただいた方も多数ありました。
【木工ワークショップ】対話をしながらの工作作業はとて
も有意義でした。3歳の子どもたちも一生懸命木を削り、保
護者の方と一緒になって楽しんでいただけました。今回はヤ
スリで削るという単純な作業のみだったので、もっと創作意
欲をかき立てるような企画を今後練っていこうと思います。
【編物ワークショップ】編物は比較的作業時間がかかるた
め、参加者の方とゆったりと楽しくお話をできました。何人
かから「普段から定期的に行えば参加します」と言っていた
だき、一過性のイベントでなく「あの地域は、常に面白いこと
をやっていて気軽に参加できる」という街になれば、普段か
ら賑わうのではと感じました。少し残念だったのは、オープ
ン台地経由の参加者が少なかったことです。他にない良い
企画なので、多くの方に知っていただきたいと思います。

詩の学校 特別企画 上町台地と寺町編

大正長屋のコタツと土間で、井戸はないけど 井戸端ワークショップ
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［企画］釜中悠至

［企画］ work+work

［企画］ 應典院寺町倶楽部
［協力］ NPO法人こえとこころとことばの部屋

（ ココルーム）

2/9土  13：00～15：00
地下鉄谷町九丁目駅中改札出口「谷町九くん」前集合 定員：15名/要申込

2/16土・17日 10：00～17：00
空堀商店街東側 路地内長屋 要申込/Ｅメールにて。 workwork@yoridono.com

2/10日・2/11月㈷ 13：00～16：00
地下鉄四天王寺前夕陽ケ丘駅５番出口前集合 定員：各日15名/要申込 ［企画］むつさとし（まちらぼ代表）

2/13水 19：00～21：30
大蓮寺本堂（天王寺区下寺町1-1-30） 定員：15名/要申込 Ｅメールまたは電話で下記まで。
poemschool@kanayo-net.com  ☎06-6636-1612（ココルーム）



上町台地の寺町界隈にあるパドマ幼稚園にて、幼稚園時
代の思い出を語り合う企画。実際の保育室を会場に幼稚園
時代の思い出を語り合いました。まずは、園舎見学。幼稚園に
は、保育室以外にも音楽室、体育館、図書室など色々な施設
があります。その後、幼稚園の職員に、幼稚園の先生になった
理由や実際になってみての感想などのインタビューがありま
した。そして参加者から幼稚園時代の思い出を発表してもら
いました。幼稚園時代に作った作品やアルバムといった「モ
ノ」があったり、先生や友だちとの思い出、中には園歌を今で
も覚えている方もおられました。参加者4名の内2名がこのパ
ドマ幼稚園卒ということもあり、パドマ幼稚園の今昔比較も
ありました。施設は変わっても「幼稚園が変わらずここにあ
る」「ふるさと」であるという感想もあり、幼稚園は心のよりど
ころだと思いました。幼稚園を卒園して10年後、20年後、幼
少時代を思い出すときに出てくるのが幼稚園ではないでしょ
うか。

〈おもいで〉モノ語り あなたの「幼稚園の思い出」を聴かせてください。

「まちライブラリー」の集い

まちライブラリーとは、カフェやギャラリー、オフィスや住
宅の一角に本棚を置き、そこにメッセージつきの本を持ち
寄り交換し合う、人と人との出会いを紡ぐ活動です。この日
は、“大阪に関する本”を持参いただいて、本紹介や上町台地
を楽しくする語り合いをしました。
前半は「大阪に関する本」を参加者の皆さんに持ってきて
いただき、その紹介をしていただくという企画でした。歴
史・文化・言葉など幅広いジャンルの本が集まり、それぞれ
紹介していただく間も笑いが絶えない楽しいイベントとな
りました。
後半は、おくむらたけすけ氏による「楽しい大阪弁いろい
ろ」というトークイベントでした。
今まで日々の生活の中で何気に耳にしていた言葉であっ
ても、ていねいにお話しされている内容から、大変奥深いも
のを感じました。

大阪市中央区法円坂に広がる難波宮史跡公園は、古い歴
史をもつ古代都市大阪の象徴であり、貴重な遺産として存
在します。当日は雪もちらつく、不安定な天候にもかかわら
ず、ごみ拾いや難波宮ミニ講座、大阪歴史博物館見学など
熱心に取り組んでいただきました。大阪文化財研究所所長、
長山雅一先生による説明は解りやすく、難波宮の知識が深
まり、大阪歴史博物館での「大阪市指定文化財展」解説で
は、大阪に深く根付く文化があることを改めて知ることがで
きました。
今後も継続して行っていきたいと考えています。反省点は
参加者が少なかったことで、ネット申込みをされない方々の
ために、今後は独自のチラシを作り広報に力を入れていきた
いと思います。

普段大学の中でしか発表をすることがないので、今回のように
全く知らない人もいる前での発表は、私自身大変貴重な経験に

なりました。発表後に、「空堀ってどんなところかもっと教えて」とか「発表
を聞いて行きたくなりました」という言葉をいただき、大変うれしく感じ
ました。自分の研究を、大学や自分の中だけにとどめず、つたない発表で
もいろいろな方に聞いていただくことで、研究の対象について興味を
持ってもらえたり、聞いてくださった方の感想が今後の活動や考え方に
活かせると感じました。

長らく関わってきた活動であり、修士論文のテーマでもある
「からほりまちアート」について発表させていただきました。地域

資源を生かしたまちづくり活動のひとつの手段として「アート」を利用し
たまちづくり活動があると考え、からほりまちアートの活動の検証を行う
ために、これまで関わった人の多くにヒアリングを行い、分析の対象とし
ています。内容としてはまだ十分なものとはいえませんでしたが、多くの
方のご意見、感想を頂き今後研究を精査していくに当たって非常に参考
になりました。

もっと知りたい難波宮ツアー ～クリーン大作戦と大阪歴史博物館見学～

21

22

23

［企画］パドマ幼稚園

［企画］NPO（市民団体）OSAKAゆめネット

2/16土 13：00～14：30
パドマ幼稚園 （天王寺区下寺町1-1-30）  定員：20名/要申込

2/17日 2417：00～17：30 ［発表］藤野宏美  2517：30～18:00 ［発表］渡辺尚見      高津宮（中央区高津1-1-29） 定員：30名/要申込

2/16土 13：30～
難波宮史跡公園 （中央区法円坂1） 定員：20名/要申込
無料のイベントですが、博物館の入館料（540円）が必要となります。

2/16土 13：30～16：00
ISまちライブラリー （中央区内平野町2-1-2 アイエスビル3階）  定員：20名/要申込 ［企画］ISまちライブラリー

大阪市中央区空堀地区におけるイベントからみた
新規流入者と地元の人 と々の関係 からほりまちアートの研究
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空堀商店街は、古くから商売をされている店舗が多く立
地していますが、今回は主催者から商店街の特徴などをレ
クチャーした後、商店街を散策。特徴あるお店の紹介やお
茶の勉強などをしてもらいながら商店街をめぐりました。
その後、自由にお買い物していただき、訪問看護ステーショ
ンとして使われている長屋を会場に思い思いの丼づくりを
しました。みなさん色々な工夫をされて面白い丼ができあ
がりました！少人数だったこともあり、アットホームな雰囲
気で楽しい時間を過ごすことができました。

からほりごはん ～からほり丼を作ろう！～

1/26土 空堀商店街 ⓐ10:30～ ⓑ14:00～
地下鉄松屋町駅３番出口前集合 定員：ⓐ5名 ⓑ10名  /要申込
参加費：500円（別途お買い物実費）

ナカノシマ大学との連携企画。『大阪の神さん仏さん』の
著者コンビ、高島幸次（大阪大学・大阪天満宮文化研究所）
と釈徹宗（相愛大学・浄土真宗本願寺派如来寺）、ゲストに
中村文隆（生國魂神社）、坂本峰徳（四天王寺）が大阪の聖
地が並ぶ「上町台地」について語り合いました。150名の参
加者で会場内は満席。普段はきけない神社仏閣の興味深い
話もあり、歴史好きな方々が熱く4人の話に聞き入りました。
最後はこの日始まるオープン台地の魅力を紹介し、来年の
オープン台地に注文までつけて締めくくりました。

上町台地の神社仏閣を語る

1/26土 14:00～17:00
生國魂神社 参集殿（天王寺区生玉町13-9）
定員：150名/要申込 受講料：1,000円

能舞台に緋毛氈、タキシードに白足袋姿でのチェンバロ
やヴァイオリン、リュート等の演奏風景は、毎年1月に行う
山本能楽堂でのコンサートではおなじみですが、毎回観客
に新鮮な印象を与えています。プロ集団（日本テレマン協
会）によるハイクオリティな演奏は、新装された山本能楽堂
で観客を魅了し、上町台地に位置する能楽堂の新たな魅
力再発見となりました上町台地の地域力向上と魅力再発
見のため、これ以降もＮＰＯ法人まちすまいづくりが「うえ
まちコンサート」を継続開催することが決定しています。

第20回記念 うえまちコンサート
～山本能楽堂でバロック音楽～

1/26土 14:00～
山本能楽堂（中央区徳井町1-3-6） 定員：200名/要申込

入場料：S席3,000円、A席2,500円

かつて大坂の町人が街のサロンに集い、煎茶を嗜みなが
ら芸術に親しんだように、1枚の絵を前に、地域・年齢とも
様々な参加者が語り合いました。多様な人たちが語り合う
場を創り出せたのは興味深い機会となりました。一茶庵の
次世代の梓央さんとのコラボレーションで、弊社にとっても
一茶庵にとっても、いつもとは違う試みで楽しい経験になり
ました。地域の方や弊社のお客様で、日頃現代アートや煎茶
文化に馴染みのない方も多く、少し気軽に話をできる雰囲
気になりにくかったかもしれません。今後の検討課題です。

ギャラリー茶論（サロン）がお気に入り♪

1/26土 ⓐ14:00～ ⓑ16:00～
マルゼンボタンギャラリー2Fサロン（中央区島町1-1-2）
定員：各回10名/要申込 参加費：2,000円（煎茶＆お菓子）

江戸時代から町家が建ち始め、空襲の被害も小さかった
ことから古い建物が数多く残っている空堀界隈。都心部に
ありながら、今なお古いまちなみを残しています。そんな空
堀地区を、歴史に精通したガイドが史跡や建築物を紹介し
ながら、まち歩きを行いました。まち歩きの後、空堀商店街
にある町屋カフェで参加者間の懇親を深めつつ、次回の大
阪検定等、各種情報の交換を行いました。見どころが多く、
予定時間では収まりきらなかったことは反省点です。

1/26土 14:30～16:30
地下鉄松屋町駅３番出口前集合 
定員：10名/要申込  参加費：2,000円（お茶代）

空堀商店街の飲食店（寿司店、立ち飲み屋、パブの3カ所）
で飲食を楽しむとともに、ガイドの案内で路地や商店街を
散策しました。参加者からは「斬新な企画で商店街を身近
に感じることができた」などご好評いただきました。ガイド
さんの盛り上げに加え、アルコールの力もあって、参加者同
士がすぐに打ち解けた雰囲気となりました。立ち飲み屋で
は、数少ない大阪府内の蔵元の日本酒をいただき、大阪を
巡る話題で盛り上がりました。今後は、参加費の高いプレミ
アムな企画も面白いのでは、という声も聞かれました。

1/26土 17:30～19:30
地下鉄松屋町駅３番出口前集合 
定員：10名/要申込  参加費：3,000円 

（各店１杯目+お通し代。追加注文は別途精算）

GPSを利用した無料のスマートフォンアプリ「iStamp」
を使ったスタンプラリーを開催しました。スタンプポイント
付近に行くとスタンプがゲットでき、それを写真に貼ること
ができます。スタンプポイントは名所や旧跡など10カ所で
全てのスタンプを集めると達成記念スタンプがもらえます。
ツアーだけでなくスタンプラリー形式にすることで期間中
いつでも参加でき、まちの新しい楽しみ方として可能性を
秘めていると思います。商店街や地域と協力して達成特典
をつけるなど、今後の展開を模索していきたいと思います。

大阪あるこ①～空堀商店街を遊ぼう
「ほっこり長屋でティータイム」コース

大阪あるこ②～空堀商店街を遊ぼう
「酒処長屋千鳥足」コース

1/27日 各120分  ⓐ10:00～ ⓑ13:00～
うえまち貸自転車集合 （中央区谷町六丁目17-43）

定員：各回10名/要申込  参加費：500円（資料、保険代）

今年は「共に生きる世界をつくるために一人ひとりができ
ること」をテーマに開催し、会場の大阪国際交流センター
には2日間で約16,500人の方にご来場いただきました。活
動紹介展や民族料理模擬店出展など参加団体は延べ180
団体にのぼり、ご来場の方にはシンポジウム、セミナー・
ワークショップ、体験コーナーなど、様々なプログラムを通し
て地球規模の課題についての理解を深めていただきました。

ワン・ワールド・フェスティバル大阪自転車スタンプラリー in 上町台地

2/2土・3日 10:00～17:00
大阪国際交流センター  （天王寺区上本町8-2-6）

申込不要・参加無料
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［主催］からほりごはん
             大阪商工会議所
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［主催］上町台地マイルドHOPEゾーン協議会＆ナカノシマ大学事務局

［主催］ うえまちコンサート運営委員会  ［共催］ 日本テレマン協会
［協力］ 山本能楽堂  ［協賛］（株）舞昆のこうはら ［主催］ 一茶庵 × マルゼンボタンギャラリー

［主催］ 大阪商工会議所
［協力］ からほりごはん、CASEまちづくり研究所
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［主催］ 大阪商工会議所
［協力］ からほりごはん、CASEまちづくり研究所

［主催］ 自転車文化タウンづくりの会 ［主催］ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会



戦災を免れ、古い街並みが多数残されている空堀商店街
および上町台地にある歴史的名所を大阪検定1級合格者
が案内しながら散策しました。大阪城、越中井、聖マリア大
聖堂、玉造稲荷神社、三光神社など上町台地にある史跡や
建築物を巡りました。まち歩きの最後には、空堀商店街に
立地する「こんぶ土居」に立ち寄り、店主から昆布の見分け
方やだしの取り方など大阪の食文化に関する話をお聞きし
ました。短時間で効率よく多くの旧蹟を巡ることができ、参
加者の満足度も高かったです。

上町台地と空堀商店街を巡るまち歩きツアー

2011年１月に開催されたオープン台地vol.1
の総合プロデューサーであるアサダワタル氏と、
滋賀や京都を中心に地域やまちづくりに関わる
研究・活動の実績を持つ嶋田奈穂子氏をゲスト
に迎え、今回のオープン台地23日間を振り返り
ました。各プログラム企画者をはじめ、イベント
参加者や上町台地マイルドHOPEゾーン協議
会のメンバーも集まり、40名を超すにぎやかな
会でオープン台地vol.3が締めくくられました。

2/2土 10:00～13:00
大阪城大手門・大手前芝生広場 
定員：10名/要申込 
参加費：1,000円（お土産代含む）

今回は2回目の参加で、去年参加された多くの方は、1回
きりの体験としてこの会に来られていました。私どものよう
な文化は、定着を大切にします。上町台地の文化は、「マイル
ド（ソフト）」です。歴史建築物など「ハード」な文化は、1回
の感動体験で得られるものも大きいでしょう。しかし、人と
人の交わりや抽象概念が中心のマイルドな文化は、そこに
ある程度の時間（回数）身をおかないとその文化が身にしみ
てこないと思います。この会をきっかけに、1回の体験だけ
で終わらないような工夫が必要だと感じています。

煎茶のサロン

2/2土・3日 各日２回・各90分  ⓐ11:00～ ⓑ14:00～
一茶庵 宗家（中央区大手通1-1-1）
定員：各回15名/要申込  参加費：3,500円（お茶、お菓子代含む）

昨年企画した「ビル開き」を今年は発展させて行いました。
周辺ビルの敷地を借り、地元飲食店に屋台をだしていただ
き、場を盛り上げてもらいました。また、ちょうど「節分」の日
だったので、豆や招福をテーマに福を持って帰れるような企
画を用意しました。都市菜園の見学やカフェスペース開放、
4階シェアオフィスでは入居者によるオフィス案内と座談会、
2階では子どもも楽しめるワークショップ、1階ではまちと農
業をつなぐ産直市と餅つきをしました。来訪者それぞれの
興味関心のもと、楽しんでもらえたと思います。

節分だよ！招福ビル開き＆“お豆”な屋台

2/3日 10:00～16:00
山内（空庭）ビルとその周辺  （中央区常盤町1丁目）

各料理や体験料は有料

大阪の歴史・史跡・名所の宝庫、上町台地。ところが戦災
などでそのほとんどが消滅し、一見そのようなまちの文化
は見えなくなっています。しかし、丹念に歩き、歴史の教科
書（正史）には掲載されない、まちの人々がおもしろおかしく
語るカオスの物語、嘘のような伝説や伝承など（稗史）を語
ることで、参加者にかつてあった上町台地のひと、こと、も
のを想像させて体感するツアーを実施しました。英雄・悪漢
の歴史でなく、市井のポリフォニックな人生の錯綜こそ、上
町台地最大の魅力であることが伝わったと思います。

上町台地を想像観光する ～見えないものを見る～

2/3日 10:00～13:00
地下鉄四天王寺前夕陽ケ丘駅５番出口前集合 
定員：20名/要申込  参加費：1,000円（資料代）

聖徳太子がおよそ千四百年前に建立した日本仏教最初の
官寺「四天王寺」の起源や歴史についてご紹介しました。
テーマを『世界とつながる四天王寺ツアー』としたことで、中
国や韓国の方の参加もあり、時代性をもつことができたので
はないかと思います。ツアーアシスタントとして留学生が参加
したことで、日本人の方々に四天王寺が大阪の国際交流の始
まりの場所であったことや、現在の外国人在住者についても
伝えさせていただきました。この地域についてより深く理解い
ただき、今後も訪ねていただける機会になりましたら幸いです。

世界とつながる四天王寺ツアー

2/9土・16土 13:30～15:30
四天王寺（天王寺区四天王寺1-1-18）
定員：各日20名/要申込   拝観料：600円

玉造の非公式キャラクターである“とらとうちゃん”が街
で道案内をするという企画です。玉造に来たけどおいしい
ランチのお店がわからない、はじめて玉造に来てどこに行け
ばいいか迷っている方を道案内して、少しでも玉造を知って、
好きになってもらえたのではないかと思います。事前告知な
どを見てわざわざとらとうちゃんに会いに来てくれた方など
もいましたが、ほとんど街ゆく人が玉造住民で、道案内する
機会が少なかったのは反省点。次回は外国人観光客など、
観光目的の方を巻き込めるよう考えていきたいです。

とらとうちゃんの道案内しよッ！

2/16土 11:00～18:00
玉造周辺 申込不要 案内料：300円
（道案内の証として特製缶バッジプレゼント）  WEBサイト［www.tora-tochan.net］

※本プログラムは大阪商工会議所
「なにわなんでも大阪検定連携
事業 大阪あるこ～大阪検定公
式テキスト（遠足）の現場を訪ね
て<第２弾>」との合同企画です。   

イマジネーション・ツーリズム

35

3837

［主催］大阪商工会議所

36

［主催］ 一茶庵 宗家

［主催］ 谷町空庭
［協力］ 谷四グリグリ（谷四green good link）

［主催］ 想像観光（イマジネーション・ツーリズム）実行委員会
［協力］ まちらぼ

［主催］ 滝北由子（GAIA 国際交流倶楽部）
［協力］ 和宗総本山四天王寺

39 40

［主催］ とらとうちゃん
［協力］ ＴＭＪ（玉造街おこし実行委員会）

［企画］上町台地マイルドHOPEゾーン協議会 

［出演］  アサダワタル（日常編集家・事編kotoami主宰）
　　　嶋田 奈穂子（京都大学 東南アジア研究所 特認研究員）
　　　　　　　   （NPO法人 平和環境もやいネット 副事務局長）
　　　釜中 悠至（進行）

2/17日 18：30～20：00
高津宮（中央区高津1-1-29）　定員：50名/要申込

クロージングトーク
26



クロージングトーク  アサダワタル×嶋田奈穂子×釜中悠至
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プログラムはそれぞれの開催エリアによって４色に色
分けしています。また、カレンダーとマップが連動した
「オープン台地カレンダーマップ」もWEBで公開中！

http://uemachi-hope.net/
open-daichi/calmap.html

オープン台地vol.3特設
ＷＥＢサイトからジャンプ！

■ 上町台地北部エリア
（天満橋～谷町四丁目、大阪城）

■ 上町台地中部エリア
（谷町四～九丁目、空堀、玉造）

■ 上町台地南部エリア
（谷町九丁目～天王寺、四天王寺）

■ 広域エリア

釜中悠至（以下、釜）　オープン台地も23日の開催期間を
このクロージングトークでいよいよ幕を閉じるわけですが、

40のうちどのプログラムが印象に残っていますか。

オープン台地のおもしろさ
アサダワタル（以下、ア）　僕が気になったのは、〔05都市
の歴史を紡ぐ風呂屋〕です。このプログラムの会場となっ

た公衆浴場組合事務所に行くことは普通ないですよね。観

光的な所に行くのでなく、こういう所に切り込んだ時に切

り込まれた側がどういう風に開いていくのか、個人的に興

味があります。プログラムの企画者と参加者が記憶などを

共有すると同時に、その時に訪ねていく先の人も自分たち

が予想していないところで関わられているという状況にな

りますよね。公衆浴場組合事務所も普段こういう企画を持

ち込まれることは多くないでしょう。プログラムの企画者

や参加者だけじゃなく、まちのいろんな人がオープン台地

を通じて、普段自分たちが忙しくてなかなか意識を持てな

いところに、その期間ちょっと意識が開いていくことがす

ごく面白いなと思ったんです。

釜　さすが「住み開き」提唱者ならではの視点ですね。ち
なみにこのプログラムの企画者の森川さんのご実家は淡

路で銭湯をされていて、そういった背景から生まれたプロ

グラムです。

嶋田さんはいろいろと海外にも行かれていますが、そのよ

うな視点から見ていかがですか？

嶋田奈穂子（以下、嶋）　〔39世界とつながる四天王寺ツ
アー〕に参加して、熊野古道の起点は実は上町台地なのに

世界遺産には入っていないという話を聞きました。カンボ

ジアにはアンコールワットがありますが、アンコールワット

が世界遺産になってから見たくなくなったという方が結構

おられるんです。それはアンコールワットはカンボジアの

人にとって、もちろん崇拝の対象ですが、それ以前に生活

の場であって、そこで洗濯物を干したり子どもが駆け回っ

て遊んだりもする場でした。それが世界遺産になった途端、

柵が張られて仰 し々いものになってしまったからです。上町

台地は熊野古道があるにもかかわらず世界遺産から外れ

てしまったということは、これは逆手に取って上町台地の

生活と隣り合った文化財のあり方、素晴らしさが守られた

と考えられるのではと思った次第です。

大阪・上町台地のオリジナリティ
嶋　1つ痛感したことは、上町台地は文化財が人の生活の
真隣にあるんだな、ということです。「これが文化財」と名

札を付けられ飾り立てられているのでなく、その脇をおっ

ちゃんも自転車で通り抜けていくのが素敵だと思いました。

釜　第１回目のオープン台地の副題は「生活鑑賞ツアーコ
レクション」で、上町台地の「住む・働く・楽しむ」という魅

力的な生活を発信することをコンセプトにしたイベントな

んです。私もここに住んでいて、奈良や京都と違って生活

に密着した場だと思います。嶋田さんは滋賀県から来られ

て、大阪ならではと思う点はありますか？

嶋　皆さんのお話を聞いて「あれも行けばよかった」とい
うものばかりなんです。私がそう思う理由は、皆さん本気で

プログラムを企画されている中で「おれらが楽しかったら

ええわな！」というどこか「遊び」というか、緩やかな部分

があると思うんです。だからこそ参加者も入っていきやす

いと思うんですね。最初からイベントの効果まで見えてし

まっていると、レールの上に走るだけになってしまうんです

が、参加者も「自分たちも面白くできるんだ」という「幅」が

大阪的だと感じます。

企画の集合体「オープン台地」
釜　見てもらえばわかると思うんですが、1つ1つのイベン
トの参加者の定員は結構少ないんですね。上町台地という

すごく広いエリアのなか、その場所場所の生活が垣間見

えるような、あまり大きくない、目が届き、話ができる規模

のツアーがたくさんあるのが面白いと思っています。そう

いった観点からアサダさんは全体を見て気になったことな

どありましたか？

ア　オープン台地はいろいろなプログラムがひとつの大き
な企画に入り込んでいるという感じがあります。１回目に

関わらせてもらった時からですが、多様なプログラムがあ

る中から「これに行こう」と1つのプログラムに入り込んだ

時、オープン台地全体の背景があることを忘れずに参加で

きるかとか、参加した時に他のプログラムの全く違う文脈

にも関心を寄せられるかだとか、そこに行くことで結果的

にいろんな文脈を知ることができるかとか、「住む・働く・

楽しむ」といったものが帯で交わっていくような考え方が

どこで作れるのかなと、すごく考えています。それぞれの

関心を持っている参加者同士が混じっていく状況を生み

出すために、各プログラムと平行してそれらをつなぐような

プログラムが何かあってもいいのかなと思います。

オープン台地のこれからを想う
釜　最後に、個別のプログラムやオープン台地全体で「こ
んなことをしたらいいんじゃないか」とか、「継続してこのま

までもいいんじゃないか」とか、今回見ていただいた中で

のご意見を、お2人に一言ずついただきたいと思います。

嶋　イベントってだいたいは終わってしまってうとそこに
は行かなくなるんですが、上町台地にはちょこちょこと遊

びに来ようと思いました。それだけリアルな人との交流が

あったし、「おもしろいものをもっと見てやろう」という気持

ちになりました。ただ、なんせ滋賀から来ていますので、も

う少し時間をばらしてもらって１日で多くのプログラムに行

けるようになればと思います。

ア　僕が思ったことは、皆さんはオープン台地の期間以外
もそれぞれのエリアで活動されているわけじゃないですか。

それがオープン台地というイベントになった時に集まると

これだけの数になるわけです。そう考えると、同窓会じゃ

ないですけど、それぞれ活動をやっている人たちが一気

に共有する、お互いの知恵を学び合う、お互いの人脈を繋

ぎ合う、年に1回の機会という形もありだなと思いました。

オープン台地がそんな風に機能することで、仮にオープン

台地自体が何か満たされる場として機能しなくても、1年

後にまたオープン台地で一緒にやることに向かってそれ

ぞれのエリアでの活動がより充実したものになるのであれ

ば、オープン台地の元々目指していた「住む・働く・楽しむ」

といった文脈はより日常的に果たせていけるのでないかと

思います。

釜　ありがとうございました。
それではこれでクロージングトークを終了とさせていただ

きます。皆さん、ありがとうございました。

釜中悠至（進行）

ゲストスピーカー紹介

アサダワタル嶋田奈穂子



アンケート集計結果 （アンケート総数600名）

＜まちなみ・雰囲気＞
・都心にありながら昔の風情が色濃く残っ
ていて素晴らしいところ
・閑静静かな街並み
・家、街並、古いまちや石畳が残っていると
ころ
・上質な大阪が残っているところ
・いろいろごちゃごちゃあるところ
・自由な雰囲気
・都心のオアシス的な落ち着き

＜新旧の混在・多様性＞
・古さと新しさが混在しているところ
・都会とレトロな空間が同居しているところ
・ショッピング街などの都会的なところと
お寺神社など歴史的な建物などが混在し
ているところ
・古いまちなみがあるかと思えばビル群が
あったりするところ
・歴史を残しつつ町が近代化しているところ
・都会にいながら懐かしい風景や商店街がある

＜生活＞   
・人が多い
・交通や買い物にも便利
・職住近接
・生まれ育ったところゆえの愛着
・文教地区
・人間関係、コミュニティ
・利便性だけではない、居心地の良さがあ
るところ
・おいしいのに未知のお店が多いこと

＜坂・地形＞  
・坂が多い
・七坂がよい
・天王寺七坂など高台の地形
・高低差

＜場所＞
・カフェなどすてきな店
・落ち着いた雰囲気が好き
・道がきれい
・すばらしい公園

＜史跡・遺産＞
・古いお寺や坂道
・大阪城城下町と歴史
・歴史的遺産が豊富
・狭い範囲に多くの旧跡が集まっている

＜人・活動＞  
・人の温かさ。下町の人情
・地域に小イベントが多い
・まちづくりしている人間がたくさんいる
・寺なども参加した催し物があること
・古さと新しさと調和した催しがいい

＜神社仏閣＞
・神社、仏閣
・公園や寺社の存在
・寺町
・お寺と七坂高台のたたずまい
・坂道

＜建物＞
・大阪城
・四天王寺　　　　　　　　　　   その他

＜自然＞
・緑、緑地が多い　　　　　　　     その他

＜歴史・文化＞
・歴史的に掘り下げて見ていくことができる
・文化の多様性と重層性
・明治時代以前の政治・文化の起因の基である
・古くから人の住むまち
・文化が成熟しているところ
・街をあげて芸能を高めていく意識が住民にあると思います

＜その他＞
・大阪の中心
・大阪の故郷だから
・人、まちの多様性
・色々なまち歩きネタが豊富
・茶道、食
・歩けば歩く度に何か気付くことがあったり、又歩きたいと思わせる場所
・日常忘れがちな心を思い出し、心豊かになる
・ビルが多数あり、魅力が少なくなった
・歴史や文化の厚みを感じながら生活できる
・自分たちのまちのことを前向きに考え行動する人たちがたくさん
おられる

＜特定のエリア＞
・夕陽丘からのながめ
・からほり商店街、空堀
・台地から見る夕日

設問1 現在のお住まいの地域

設問7 オープン台地に関するご意見・ご感想

設問6 上町台地の魅力

設問3 今回のイベントを何で知ったか
（複数回答可。無回答のぞく）

設問5 オープン台地に参加した理由は
（複数回答可。無回答のぞく）

設問2 年齢層・性別について
（名） （名）

①
チラシ・ポスター

②
インターネット

③
新
聞・情
報
誌

④
友
人・知
人
から

⑤
そ
の
他

①
企
画
全
般
の

　
    内
容
が
良
い

②
上
町
台
地
に

　
 興
味
が
あった

③
プ
ロ
グラム

　
     ・出

演
者
等

④
そ
の
他

良かった点

・大阪の町に関する資料を大切にされているので感心しました。

・何度も来ているのに全く知らなかったことが多かった。

・オープン台地でのいろんな切り口の企画の実施。

・自分の地元でもこういう企画をしたらよいのにと思いました。

・来年もオープン台地のイベントを楽しみにしています。

悪かった点

・期間が長すぎる気がする。1週間ぐらいでいいのでは。

・今年はイベント期間に対してイベント開催日がかたまっていて少し
密度が欠けていた。

・宣伝をしっかり。まだイベント自体を知っている人が少ないと思います。

・私語が多く、聞こえにくい時がありました。

感 想

要 望

不明（無回答）　0.7%

大阪市外

37.8%

①②以外の
大阪市内

36.8%

①天王寺区・
②中央区

　24.7%

不明（無回答）　1.3%

女性

47.0%

男性

51.7%

不明（無回答）　2.1%

70歳代　7.7%

60歳代

21.2%

50歳代

23.0%

40歳代

19.0%

30歳代

14.8%

20歳代　8.2%

20歳未満　4.0%

40

80

120

160

200

240

280

40

80

120

160

200

240

280

132
155

68

212

73

187

240
218

70

既存のプログラムについて

・ワークショップに参加して楽しかったので、月1回の定期イベントに
してほしい。

・魅力をもっと知りたい。

・継続希望。

・長屋版、マンション版があるとおもしろい。

・お店紹介のmapがあればいいなあと思いました。

・パンフレットを駅とかにもっと置いてほしい。

・キャンドルナイトはで街灯を消してもらえばより魅力が増した。

・お寺の内にもキャンドルを置いてみたい。

・江戸時代における上町台地の変貌を教えてほしい。

・上町台地の変遷がわかるもの。

・からほりまちアートのようなイベントを復活させてほしい。

・美術的な展示（今回の写真や絵など）。

・パネル展示会を長期間（１週間では時間がとれなかったから）。

・具体的に長屋の空き物件を紹介していただきたい。やはり外から
は、そのような情報を取るのは難しいかも。

・古い家をすてきに改装して住んでみたい。

・昔からある商店街へお店を見学したり、料理のコツなどを教えて
もらいたい。

・フリーランスやシェア関連のトークイベント。

新プログラムについて

・旧家のウォーキング、歴史ウォーキング。

・歴史ゆかりの解説付まちめぐり。

・上町台地の古きよきところ探訪ツアー。

・真田の抜け穴めぐり。

・古くからある商店などのツアー。

・徒歩によるスタンプラリー。

・上町台地背骨を歩くツアー（オープン台地プレイベントとして1月前
にする。八幡浜から天王寺駅までのぼりをたててPRしながら歩く）。

・花に関するイベント。

・ふだん身近に触れることのできないようなイベント。

・小さな企画でも次に誰かがやってみたいと感じるようなイベント。

・夕日はなかなか見られなくなっているので、星光学院から見たい！

・カフェ巡り、パン屋巡り。

・魚屋さんの料理教室とか八百屋の野菜見分け方講座とか商店街
のプロと関われるイベント。

・街バル。

・入浴会、おふろめぐりツアー。

・文化、昔からの遊びの交流イベント。

・オープン台地マラソン。

※その他、多数のご意見・ご感想をいただきました。
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